
国
内
有
数
の
畜
産
基
地
、
都
城
市
を

襲
っ
た
口
蹄
疫
は
、
本
市
の
基
幹
産
業

で
あ
る
畜
産
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経

済
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
や
教
訓
を
踏
ま

え
、
口
蹄
疫
を
二
度
と
発
生
さ
せ
な
い

た
め
、
ま
た
、
仮
に
発
生
し
た
場
合
で

も
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
疫
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
関
係
団
体
と
の

防
疫
協
定
の
締
結
、
発
生
を
想
定
し
た

防
疫
演
習
を
実
施
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
対
策
で
「
家
畜
防
疫
日
本

一
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
に
は
、

畜
産
関
係
者
の
日
頃
の
防
疫
活
動
を
は

じ
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
た
防
疫
体
制

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、

終
息
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
そ
の
意
識

が
少
し
ず
つ
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
畜
防
疫
の
重
要
性

を
も
う
一
度
見
直
し
、
そ
の
対
策
が
十

分
か
ど
う
か
を
点
検
し
て
、
家
畜
伝
染

病
の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
口
蹄
疫
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
、
丸
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
家
畜
伝
染
病
の
口

蹄
疫
。
近
隣
諸
国
で
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
い
つ
国
内
で
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

発
生
を
防
ぐ
た
め
、
防
疫
対
策
を
も
う
一
度
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

◎
問
い
合
わ
せ　

畜
産
課　

☎
23

−

２
７
６
９

毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
は

都
城
地
域
一
斉
消
毒
の
日
で
す

口
蹄
疫
の
終
息
か
ら
２
年
が
経
過
し
、

防
疫
意
識
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
は
「
自
分
の
家

畜
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
の
も

と
に
、
毎
日
の
畜
舎
な
ど
の
消
毒
は
も

と
よ
り
、
毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
に

は
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
消
毒
の
徹
底

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
〉

①
長
靴
の
履
き
替
え

　

�

農
場
用
と
外
出
用
の
長
靴
を
履
き
替

え
る
こ
と
で
、
長
靴
に
付
着
し
た
ウ

イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

②
踏
み
込
み
消
毒
槽
の

　

設
置
と
点
検

　

�

踏
み
込
み
消
毒

槽
は
必
ず
設
置

し
、
消
毒
薬
が

汚
れ
た
ら
取
り

替
え
ま
し
ょ
う

③
農
場
訪
問
者
の
記
録

　

�

日
頃
か
ら
畜
産
関
係
者
や
飼
料
運
搬

車
な
ど
、
農
場
に
出
入
り
す
る
人
や

車
が
い
つ
来
た
か
を
記
録
し
、
保
存

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

防
疫
施
設
整
備
の
補
助
金
を
交
付

市
で
は
、
家
畜
伝
染
病
の
侵
入
や
ま

ん
延
を
防
止
す
る
た
め
の
防
疫
施
設
、

機
械
な
ど
の
導
入
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

口
蹄
疫
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
防
疫
対
策
に
活
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　
動
力
噴
霧
器
、
消
毒
槽
、
消

毒
マ
ッ
ト
、
消
毒

タ
ン
ク
、
車
両
消

毒
装
置
、
防
鳥

ネ
ッ
ト
ほ
か

●
補
助
率　
設
置

に
要
し
た
経
費
の

２
分
の
１
以
内

（
上
限
20
万
円
）

実践的な訓練で
初動態勢を確認

県内で口蹄疫の感染が確認され
て２年を迎えた４月20日、口蹄疫
の発生に備えた防疫演習がコミュニ
ティセンターで行われました。感染
の疑われる牛が市内の酪農家で見つ
かったとの想定で訓練を実施。市職
員らが６班に分かれ、車両の消毒ポ
イントを地図に書き込んだり、資材
や人員を確保したりするなど、マ
ニュアルに沿った作業手順を確認し
ました。
また、九州各県の防疫担当者らも
見学に訪れ、農場からの中継映像を
見ながら先遣隊の調査の注意点や初
動の重要性を学びました。

目
指
そ
う！ 

家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
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所
得
制
限
を
設
け
ま
す

こ
ど
も
手
当
に
は
所
得
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
児
童
手
当
で
は
６

月
以
降
の
手
当
て
に
つ
い
て
、
新
た
に

所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
制
限
額
を
超
え
る
世

帯
に
つ
い
て
は
手
当
て
が
減
額
さ
れ
、

中
学
生
ま
で
の
児
童
一
人
当
た
り
月
額

５
、０
０
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対

象
者
に
は
６
月
に
郵
送
す
る
現
況
届
の

書
類
に
所
得
制
限
限
度
額
表
を
同
封
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
給
月
と
支
給
額
に
つ
い
て

児
童
手
当
は
、
こ
れ
ま
で
の
子
ど
も

手
当
と
同
様
に
、
６
月
、
10
月
、
２
月

に
、
そ
れ
ぞ
れ
直
前
の
４
カ
月
分
を
ま

と
め
て
支
給
し
ま
す
。

な
お
、
６
月
に
支
給
さ
れ
る
４
月
と

５
月
分
の
児
童
手
当
に
は
、
所
得
制
限

は
適
用
さ
れ
ず
、
子
ど
も
手
当
と
同
額

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
手
続
き

現
在
、
子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
は
、自
動
的
に
継
続
さ
れ
る
の
で
、

手
続
き
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
次
の

期
間
で
、現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

市
は
、
第
5
期
介
護
保
険
事
業
計
画

を
策
定
し
、
今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢
化

に
対
応
す
る
た
め
、
65
歳
以
上
の
人
の

平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の
介
護
保
険

料
を
見
直
し
ま
し
た
。

年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人
の
保

険
料
は
、
４・６・８
月
（
仮
徴
収
）
と
、

10
・
12
・
２
月
（
本
徴
収
）
に
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
が
、
保
険
料
が
増
額

と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
の
仮
徴
収
と

４
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
で
、
10
月
支
給
分
か
ら
新
た
に
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

子
ど
も
手
当
が
変
わ
り
ま
す
！

●
日
時　

�

６
月
27
日
㈬
～
７
月
12
日
㈭

９
時
～
17
時　

●
受
付
場
所　

�

市
役
所
西
館
６
階

　
　
　
　
　
　

第
３
研
修
室

�

※�

対
象
者
に
は
書
類
を
６
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
す

児童手当と子ども手当の違い
児童手当�

（平成24年４月以降）
子ども手当�

（平成24年３月まで）
所得制限 あり（適用は６月以降） な　し

対象年齢 「子ども手当」と同じ
中学校卒業まで

　15歳到達後、最初の
　３月31日まで

１人当たりの
手当額

「子ども手当」と同額
※�所得制限基準額以上の世帯
は、児童１人当たり一律�
5,000 円（適用は６月以降）

・３歳未満� 15,000 円�
・３歳～小学生　�
　第１・２子� 10,000 円�
　第３子以降� 15,000 円�
・中学生� 10,000 円

本
徴
収
の
差
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
ば
ら
つ
き
は
、
翌
年

度
以
降
も
継
続
し
て
発
生
す
る
こ
と
か

ら
、
各
支
払
い
月
の
保
険
料
が
で
き
る

だ
け
均
等
に
な
る
よ
う
に
、
今
年
度
８

月
の
差
引
金
額
を
調
整
し
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
た
時
の
費
用
を
改
定
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

介
護
保
険
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23

−

２
５
９
６

平
成
24
年
度
介
護
保
険
料
の
年
金
差
し
引
き
に
つ
い
て

年額64,000円（第５段階）の保険料を納める人の場合
■保険料の調整をしないと…
　毎年度、８月までとそれ以降の支払い月で、保険料にばらつきが出てしまいます。
24年度

（64,000円）
4月 6月 8月 10月 12月 2月
8,400円 8,400円 8,400円 13,000円 12,900円 12,900円

25年度
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
12,900円 12,900円 12,900円 8,500円 8,400円 8,400円

26年度�
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
8,400円 8,400円 8,400円 13,000円 12,900円 12,900円

※�この期間中に所得や収入、世帯状況の変更による保険料額の変更がない場合の例です

■保険料を調整すると…
　8月の保険料を調整することで、　それ以降のばらつきが抑えられます。
24年度�

（64,000円）
4月 6月 8月 10月 12月 2月
8,400円 8,400円 15,200円 10,800円 10,600円 10,600円

25年度�
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
10,600円 10,600円 10,600円 10,800円 10,700円 10,700円

26年度�
（64,000円）

4月 6月 8月 10月 12月 2月
10,700円 10,700円 10,700円 10,700円 10,600円 10,600円

各支払い月の保険料が均等になるように調整します
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３
月
議
会
で
は
、
６
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
27
人
の
議
員
が

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

◆
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

　
見
通
し
つ
い
て

質　
平
成
24
年
度
の
保
険
税
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　
市
で
は
、
医
療
費
削
減
の
た
め
に

医
療
費
適
正
化
対
策
や
後
期
高
齢
者
保

険
制
度
へ
の
移
行
を
行
な
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
医
療
費
は
３

㌫
程
度
の
増
に
抑
え
ら
れ
る
と
予
想
し
、

約
１
７
７
億
円
と
算
出
し
て
い
ま
す
。

歳
入
面
で
は
、
収
納
率
を
前
年
度
と
同

程
度
の
約
89
㌫
、
国
・
県
か
ら
の
支
出

金
や
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
制

度
で
据
え
置
い
て
、
さ
ら
に
基
金
か
ら

平
成
24
年
第
２
回
市
議
会
が
、
２
月
28
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
25
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
23
年
度
都
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
平

成
24
年
度
都
城
市
一
般
会
計
当
初
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
59
件
、
諮
問
２
件
、

議
員
提
出
議
案
３
件
、
請
願
１
件
、
報
告
１
件
の
合
計
66
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

た
結
果
、
市
長
提
出
議
案
１
件
が
撤
回
、
請
願
１
件
が
継
続
審
査
と
な
っ
た
ほ
か

は
、
全
て
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
３
月
議
会

24年度当初予算（16 件）
【一般会計】� 680億1,000万円 　
【特別会計】� 450億9,463万8千円
【水道事業会計】� 35億9,760万5千円

23年度補正予算（15 件）
【一般会計】�� 6億4,235万4千円
【特別会計】�� △�7億6,310万9千円
【水道事業会計】� △�1億1,853万円 　

条例の制定・一部改正（24 件）
◇�都城市税条例の一部を改正する条例の制
定について� ほか23件
その他（4件）
◇市道の廃止及び認定について� ほか3件
諮問（2件）
◇�人権擁護委員候補者の推薦につき議会の
意見を求めることについて� ほか1件
議員提出議案（3件）
◇父子家庭支援策の拡充を求める意見書
� ほか2件
請願（1件）
◇�消費税増税に反対する旨の意見書を国に
提出することを求める請願書
報告（1件）
◇専決処分した事件の報告について

６
億
５
、０
０
０
万
円
程
度
を
投
入
す

る
算
定
を
し
て
い
ま
す
。

景
気
低
迷
に
よ
り
所
得
が
減
少
す
る

一
方
で
、
年
々
医
療
費
が
増
加
す
る
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
の
保

険
税
は
、
23
年
度
の
税
率
を
据
え
置
い

て
運
営
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
山
間
部
な
ど
で
の

　
買
い
物
支
援
に
つ
い
て

質
１　
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
買
い

物
要
支
援
者
の
実
情
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

答
１　
近
年
、
本
市
に
お
い
て
も
、
居

住
エ
リ
ア
内
の
小
売
店
の
閉
店
や
商
店

街
の
空
洞
化
に
よ
り
、
食
料
品
や
日
用

品
な
ど
の
買
い
物
の
不
便
な
地
域
が
顕

在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
は
、
少
子
高
齢
化
や

長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
な
ど
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
の
拡
大

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活

の
基
盤
を
維
持
す
る
と
い
う
観
点
に
立

ち
、
問
題
解
決
に
向
け
た
方
策
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
２　
買
い
物
要
支
援
者
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
２　
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
採
算

性
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
行
政

と
地
域
住
民
、
商
業
者
の
三
者
が
一
定

の
負
担
と
連
携
、
協
調
し
た
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
市
に
お

い
て
は
、
昨
年
か
ら
調
査
研
究
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
方
針
が
ま
と
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
庁
内
関
係
課
お
よ
び
関
係

機
関
と
の
意
見
交
換
会
を
立
ち
上
げ
、

全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て
進
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
市

内
全
域
を
対
象
と
し
た
取
り
組
み
が
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
共
通
認
識
を
持
ち
現
状
を
把
握
し
た

上
で
、
既
存
制

度
を
活
用
し
た

解
決
策
の
検
討

の
ほ
か
、
新
た

な
支
援
策
の
構

築
と
段
階
的
な

取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま

す
。
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◆
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

　
導
入
に
つ
い
て

質　
本
市
で
は
、
窓
口
に
お
け
る
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
計
画
は
な

い
か
伺
い
た
い
。

答　
市
の
各
種
窓
口
業
務
の
体
制
に
つ

い
て
は
、
市
民
課
を
は
じ
め
と
す
る
窓

口
関
係
の
７
課
を
本
庁
１
階
に
配
置
し
、

ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が
１
階
フ
ロ
ア
で

終
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
５
年
度
か
ら
美
術
館
や

祝
吉
、
横
市
地
区
公
民
館
に
行
政
サ
ー

ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

21
年
度
か
ら
毎
週
木
曜
日
に
市
民
課
証

明
窓
口
の
時
間
延
長
を
本
格
実
施
し
た

り
、
転
入
・
転
出
の
多
い
３
月
下
旬
か

ら
４
月
初
め
に
掛
け
て
、
土
・
日
曜
日

の
開
庁
や
窓
口
時
間
の
延
長
を
実
施
し

た
り
す
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
つ
の
窓
口
で
一
括
し
て
受
け
付
け

や
手
続
き
が
可
能
な
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
、

他
市
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
の
対
応
策
に

　
つ
い
て

質　
本
市
へ
の
影
響
と
対
策
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

答　
現
在
、
我
が
国
の
食
肉
業
界
は
、

長
引
く
景
気
低
迷
や
、
福
島
原
発
事
故

に
伴
う
放
射
性
物
質
の
問
題
な
ど
の
影

響
で
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

の
中
で
、
広
く
国
民
に
十
分
な
情
報
提

供
も
な
い
ま
ま
、
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の
協
議
に

入
る
こ
と
を
表
明
し
た
こ
と
は
大
変
残

念
で
す
。

　

国
内
有
数

の
肉
用
牛
生

産
地
域
で
あ

る
本
市
と
し

て
は
、
今
後

想
定
さ
れ
る

影
響
に
つ
い

て
分
析
を
進

め
る
と
と
も

に
、
国
内
外

に
お
け
る
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
安

全
・
安
心
で
高
品
質
の
商
品
づ
く
り
に

努
め
、
六
次
産
業
化
に
よ
る
高
付
加
価

値
化
な
ど
に
よ
り
、
足
腰
の
強
い
畜
産

経
営
体
の
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

◆
う
つ
病
・
自
殺
対
策
に
つ
い
て

質
１　
本
市
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
１　
過
去
10
年
間
の
自
殺
者
数
を
見

る
と
、
平
成
15
年
の
81
人
が
最
も
多
く
、

そ
の
他
の
年
は
50
人
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
３
年
間
の
自
殺
者
数
は
、

平
成
20
年
が
66
人
、
21
年
が
56
人
、
22

年
が
49
人
で
全
体
的
に
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
性
別
で
は
女
性
よ
り
も
男
性
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

質
２　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
に
つ

い
て
市
の
取
り
組
み
お
よ
び
、
成
果
と

実
績
を
伺
い
た
い
。

答
２　
現
在
ま
で
の
養
成
研
修
会
の
受

講
者
は
、
平
成
22
年
度
は
55
人
、
23
年

度
は
46
人
で
し
た
。
研
修
会
を
受
講
し

た
人
に
は
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
、
友

人
関
係
の
中
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役

割
を
意
識
し
な
が
ら
、
い
つ
も
と
違
う

様
子
に
気
付
き
、
声
掛
け
や
つ
な
ぎ
、

見
守
り
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

質
３　
相
談
体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
３　
本
市
で
は
、
警
察
署
や
保
健
所
、

民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
な
ど
、
９

団
体
の
代
表
者
で
構
成
す
る
「
自
殺
対

策
協
議
会
」
を
平
成
19
年
度
に
設
置
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
協
議
会
の
下
部
組

織
と
し
て
、
商
工
会
議
所
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
精
神
科
病
院

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
19
団
体
で
構
成

す
る
「
専
門
部
会
」
を
設
け
て
、
具
体

的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
機
関
で
、
随
時
、
電
話
や
面

接
相
談
、
個
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
。

協
議
会
や
専
門
部
会
で
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
で
自
殺
予
防
に
関
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
築
か

れ
、
各
機
関
に
お

け
る
日
頃
の
相
談

業
務
が
よ
り
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

傍聴においでください
市議会は、３月、６月、９月、12 月の定例会

や臨時会で、市民の生活に関係の深い議案や請願
などを審議します。傍聴席は、市役所西館６階に
ありますので、ご自由においでください。

また、ＢＴＶケーブルテレビでも、市議会の中
継放送や録画放送を行っています。

◎問い合わせ　議会事務局　☎23-7869
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毎
日
の
食
事
を
丈
夫
な
歯
で
し
っ
か
り
噛
ん
で
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
健
康
な
生
活
の
基
本
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
乳
幼
児
期
か
ら
親
子
で
む
し
歯
予
防
を
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
族
で
歯
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課　

☎
23

−

２
６
８
４

幼
児
の
む
し
歯
の
現
状

３
歳
児
健
康
診
査
で
む
し
歯
が
見
つ

か
っ
た
幼
児
の
割
合
は
、
年
々
減
少
し

て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
成
22
年

度
の
全
国
平
均
が
22
・
９
㌫
で
あ
る
の

に
対
し
、
本
市
で
は
38
・
７
㌫
と
大
き

く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼
児
一

　
の
衛
生
週
間

６
月
４
日
㈪
か
ら

　
　
10
日
㈰
は

始
め
よ
う
！ 

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ
く
り

人
当
た
り
の
む
し
歯
の
本
数
は
、
全
国

平
均
の
約
２
倍
と
良
い
状
況
に
あ
り
ま

せ
ん
。

市
の
取
り
組
み

市
で
は
、
子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ

て
、
無
料
の
歯
科
健
康
診
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。
歯
科
健
康
診
査
を
受
け
た
幼

児
は
、
保
護
者
も
子
ど
も
も
む
し
歯
予

防
の
関
心
が
高
ま
り
、
正
し
い
歯
磨
き

の
習
慣
が
身
に
付
く
こ
と
か
ら
、
そ
の

後
の
健
診
で
も
む
し
歯
が
見
つ
か
る
割

合
が
少
な
い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

◎
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査

◎
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査
や

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
む
し
歯
予
防
の

指
導
、
フ
ッ
素
塗
布

◎
３
歳
児
健
康
診
査

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
康
診
査

む
し
歯
に
な
る
前
に
歯
の
チ
ェ
ッ
ク

歯
や
口
の
状
態
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、

生
活
習
慣
や
年
代
に
よ
っ
て
も
変
化
し

ま
す
。
歯
の
健
康
は
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
大
人
に
と
っ
て
も
健
康
な
生
活

を
送
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
す
。
家

族
み
ん
な
で
定
期
的

に
歯
科
健
診
を
受
け

る
な
ど
、
歯
や
口
の

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
健
康
づ
く
り
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

毎
日
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
を

普
段
の
生
活
で
、
子
ど
も
が
む
し
歯

に
な
り
や
す
い
習
慣
が
付
い
て
い
ま
せ

ん
か
？

●
お
や
つ
の
与
え
方

回
数
や
時
間
を
決
め

て
、
乳
製
品
や
果
物
、

イ
モ
類
な
ど
カ
ル
シ
ウ

ム
や
食
物
繊
維
を
含
む

も
の
を
上
手
に
与
え
ま
し
ょ
う
。

●
歯
磨
き
の
習
慣
付
け

歯
磨
き
は
む
し
歯
予
防
の
基
本
で
す
。

小
さ
な
子
ど
も
に
、
毎
食
後
、
歯
磨

き
を
さ
せ
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す

が
、
一
緒
に
歯
磨
き
を
し
た
り
、
仕
上

げ
磨
き
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
工
夫
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

妊
婦
さ
ん
も
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
の
た
め
に
歯

磨
き
が
満
足
に
で
き
な
く
な
る
こ
と

や
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
か

ら
、
唾
液
の
量
が
減
っ
て
口
の
中
が

酸
性
に
傾
く
こ
と
で
、
む
し
歯
や
歯

周
病
な
ど
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
歯
周
病
は
、
早
産
の
要
因

の
一
つ
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
し
た
ら
大
切

な
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
自
身
の
た

め
に
も
、
安
定
期
に
入
っ
て
か
ら
の

歯
科
健
診
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
む
し
歯
が
見
つ
か
っ
た
と

き
の
治
療
は
、
一
般
的
に
妊
娠
５
～

７
カ
月
の
妊
娠
中
期
が
適
し
て
い
ま

す
。
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